
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

＊申請・届出等の様式は河川砂防課ホームページからダウンロードできます。 

(http://www.pref.saitama.lg.jp/A08/BG00/jyourei/jyourei.html) 

雨水流出抑制施設の検討フロー 

3 許可申請（協議）及び届出                                 P. 20～ 
 

雨水流出増加行為許可申請（協議）書（様式第１号）、盛土行為届出書(様式第５号)を提出します。 

許可申請（協議）書および盛土行為届出書には以下の書類を添付し、正本・副本の２部提出します。 

 

 

 

    

 

 

 

 

＊許可申請（協議）と届出を同時に行う場合には、計画説明書・計画図等は兼用することができます。 

1 確認                            P. 1～
 

予定している開発行為等が１ヘクタール以上の場合は、以下に該当する行為か確認します。 

１ 雨水流出増加行為の許可（協議）が必要な行為 

２ 盛土行為の届出が必要な行為 

2 計画                                                     P. 3～
 

上記１,２の許可（協議）および届出が必要な行為に該当する場合には、以下の事項について検討します。
１ 必要対策量の算定 

必要対策量  ＝（雨水流出増加行為に対する必要量）＋（湛水想定区域での盛土行為に対する必要量）
   ２ 雨水流出抑制施設の構造  
   ３ 放流量 ＊放流先の河川・水路等の管理者と放流量に関して協議が必要です。  

4 許可および回答                      P. 27 
 

許可申請（協議）書、計画説明書、計画図の内容が技術的基準に適合しているか審査いたします。  
申請（協議）が許可されれば許可（回答）書が発行されます。その際、許可（回答）書とともに副本を

返却いたします。  
＊申請（協議）から許可（回答）書発行までの処理期間は概ね１０日です。  
＊届出に対しては、許可書等は発行されません。

5 施工                            P. 28
 

許可申請および届出の内容に変更が生じた場合は、変更許可申請書（様式第 2 号）および変更届出書  
（様式第 6 号）の提出が必要です。  
協議の内容に変更が生じた場合は、変更協議を行います。  
また、工事を廃止する場合には、工事廃止届出書（様式第４号および様式第８号）を提出します。  

6 完成                            P. 29
 

工事が完了した場合には工事完了届出書（様式第 3 号および様式第 7 号）を提出します。  

8 機能の保全                                               P. 31～
 

雨水流出抑制施設の機能を保全するために以下の行為が必要となります。 

１ 雨水流出抑制施設が存在する旨を記した標識を設置します。 

２ 施設の点検、清掃等の維持管理に努めていただきます。     

３ 雨水流出抑制施設の機能を阻害するおそれのある行為を行う場合は雨水流出抑制施設機能阻害行為届出

書（様式第９号）の提出が必要です。 

①  行為区域位置図 

②  行為区域区域図 

③  計画説明書  

④     計画図 [a.現況地形図   b.土地利用計画図   c.排水施設計画平面図（排水施設の位置、

吐口位置等）   d.対策工事の位置図    e.対策工事の計画図（雨水流出抑制施設

の構造の詳細等）]                                    

⑤ その他必要な書類  

7 検査                            P. 29
 

工事完了届出書の提出後、県による現地立入り検査を行います。   
地下埋設物等の見えない部分については、施工段階時の写真によって確認いたします。  

県は、検査により工事が技術的基準に適合すると認めたときは、雨水流出抑制施設の場所等を周知す

るため埼玉県報に登載し、告示します。 


